
(単位：千円）

指定期間

施設名 指定管理者名 募集方法 （年）
うち

一般財源
単年度
換算

平27年度
一般財源

増減

A B C=B/A D C-D

滋賀県立芸術劇
場びわ湖ホール
および滋賀県立
文化産業交流会
館

(公益財団法人)びわ
湖ホール・(公益財団
法人)滋賀県文化振
興事業団共同体

非公募 5 6,384,820 6,356,300 1,271,260 1,276,439 △ 5,179

・共同による２施設一括管理により、
それぞれの強みを活かして文化振
興拠点機能を強化し、地域に密着し
た事業展開、統一した方針に基づく
市町文化ホールへの支援
・青少年向けの料金設定や相互の
チケット販売など、利用拡大への取
組

・法人運営部門効率化、複数
年契約、委託業務の共通仕
様化やアウトリーチ活動等の
類似事業での創意工夫によ
る経費節減

経費節減により、平30年度以
降、H27年度管理料を下回る
≪各年度指定管理料≫
　　H28 1,288,444
　　H29 1,284,444
　　H30 1,277,544
　　H31 1,270,644
　　H32 1,263,744
（一般財源、特定財源を含む
総額）

寄付の積極的な受入
れ、魅力的な事業展開
による各種助成金、オ
フォシャルスポンサー
や協賛金の獲得、友の
会会員拡大などによる
収入確保

※平成27年度の一般
財源には全国自治宝く
じ収入（諸収入）充当
分27,830千円を含む。

滋賀県立長寿社
会福祉センター
（福祉用具に関
する業務を除く）

社会福祉法人
滋賀県社会福祉協
議会

公募 5 530,565 325,345 65,069 73,952 △ 8,883

管理者の主体的な創意工夫により
サービス向上や利用促進のための
活動への取り組みが期待されるとと
もに、自主事業の積極的な展開等
により、大教室や体育室等の稼働率
向上が期待できる。

長期の指定を行うことにより、
センターの管理運営、サービ
ス提供の継続性や安定性を
確保することができるととも
に、業務委託の複数年契約
による施設管理コストの削減
も期待できる。

滋賀県立信楽学
園

社会福祉法人グロー 公募 5 512,325 433,325 86,665 82,229 4,436

発達障害児など個々の障害特性に
応じたサービス提供を柔軟に行うこ
とができ、あわせて関係機関との連
携の強化などによりサービスの質の
向上や退園後の自立への支援の充
実が期待できる。

長期の指定を行うことにより
施設の管理運営、サービス
提供の継続性や安定性を確
保することができるとともに、
業務委託の複数年契約によ
る管理コストの削減も期待で
きる。また、法人のスケールメ
リットを活かした管理経費の
節減が期待できる。

公の施設の指定管理者指定による効果（平成28年度指定分）

指定管理料総額（債務負担行為額） 増減 指定による効果の概要

行政サービスの向上 管理運営の効率化 その他
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滋賀県立むれや
ま荘

社会福祉法人グロー 公募 5 435,300 434,930 86,986 89,274 △ 2,288

高次脳機能障害者や脊髄損傷者等
の利用者に対して障害特性に応じ
たサービス提供を柔軟に行うことが
でき、あわせて関係機関との連携の
強化などによりサービスの質の向上
が期待できる。

長期の指定を行うことにより
施設の管理運営、サービス
提供の継続性や安定性を確
保することができるとともに、
業務委託の複数年契約によ
る管理コストの削減も期待で
きる。また、法人のスケールメ
リットを活かした管理経費の
節減が期待できる。

滋賀県立障害者
福祉センター

公益財団法人
滋賀県身体障害者
福祉協会

非公募 5 751,870 747,730 149,546 151,099 △ 1,553

障害者スポーツ指導員等のセン
ター運営に重要な専門資格を有す
る職員を組織的に配置し、スポーツ
を通じた障害者の機能回復およびリ
ハビリテーションが期待できる。

長期の指定を行うことにより、
センターの管理運営、サービ
ス提供の継続性や安定性を
確保することができるととも
に、業務委託の複数年契約
による施設管理コストの削減
も期待できる。

滋賀県立聴覚障
害者センター

社会福祉法人
滋賀県聴覚障害者
福祉協会

非公募 5 211,365 143,570 28,714 29,108 △ 394

手話通訳,、要約筆記のセンター運
営に重要な専門資格を有する職員
を組織的に配置し、長年培ってきた
支援者（手話通訳者・要約筆記者）
との連携を活かした聴覚障害者に
対するコミュニケーション支援が期
待できる。

長期の指定を行うことにより、
センターの管理運営、サービ
ス提供の継続性や安定性を
確保することができるととも
に、業務委託の複数年契約
による施設管理コストの削減
も期待できる。

滋賀県立視覚障
害者センター

社会福祉法人
滋賀県視覚障害者
福祉協会

非公募 5 208,120 121,235 24,247 25,236 △ 989

歩行訓練士、点字技能士、音訳指
導員等のセンター運営に重要な専
門資格を有する職員を組織的に配
置し、長年培ってきたボランティア
（点訳・音訳）との連携を活かした視
覚障害者に対する情報提供が期待
できる。

長期の指定を行うことにより、
センターの管理運営、サービ
ス提供の継続性や安定性を
確保することができるととも
に、業務委託の複数年契約
による施設管理コストの削減
も期待できる。



(単位：千円）

指定期間

施設名 指定管理者名 募集方法 （年）
うち

一般財源
単年度
換算

平27年度
一般財源

増減

A B C=B/A D C-D

指定管理料総額（債務負担行為額） 増減 指定による効果の概要

行政サービスの向上 管理運営の効率化 その他

滋賀県立陶芸の
森

公益財団法人
滋賀県陶芸の森

非公募 5 859,150 859,150 171,830 171,052 778

　公益財団法人滋賀県陶芸の森が
蓄積してきたネットワークやノウハウ
を効果的に活用し、展覧会開催事
業や創作研修事業などの充実を図
り、陶芸の森の効用を最大限に発揮
する。

　魅力ある展覧会の企画・実
施等により、観覧料等の利用
料金収入の増収を図る。
　施設の効率的、効果的な
管理運営により管理費の一
層の削減を図る。

滋賀県立びわ湖
こどもの国

社会福祉法人
友愛

公募 5 316,500 306,475 61,295 64,889 △ 3,594

　運営委員会を設置し、年度ごとに
運営の評価、検証および来園者ア
ンケートの分析を行い、次年度以降
の運営に反映することとしており、来
園者のニーズに応じた運営が期待
できる。

　季節に応じた企画イベント
や、園内施設・設備を利用し
た体験プログラムの実施等に
より、入園者数および利用料
収入の増加が期待できる。

　現行の指定管理者と
して、これまでの10年
間に培った施設経営・
管理に関する知識、能
力を活用した事業展開
に加え、様々な企画イ
ベントの実施等により、
子ども・若者の健全育
成の拠点施設となるこ
とが期待できる。

滋賀県醒井養鱒
場

滋賀県漁業協同組
合連合会

公募 5 112,500 59,675 11,935 10,604 1,331

・祭などのイベント開催を通じた更な
る集客により、養鱒場の活性化を図
ることができる。
・アンケートを通じた顧客ニーズへの
対応や、迅速な修繕対応などによ
り、顧客の満足度を向上させること
ができる。

・柔軟で効率的な人員配置
により人件費の縮減を図るこ
とができる。
・種苗生産技術の更なる効率
化により、生産・飼育コストの
削減を図ることができる。

滋賀県立栗東体
育館

（公財）滋賀県体育
協会

公募 5 169,650 168,460 33,692 32,092 1,600

・施設の安全確保や危機管理の徹
底
・個人利用の受付簡素化やサービ
ス券の導入による料金割引
・アンケート実施などによる定期的モ
ニタリングと施設を利用しない方の
ニーズの把握
・みなさんの声ＢＯＸの設置

・事務局本部との一体的管理
による経費縮減
・施設設備の安全性確保や
長寿命化対策やライフサイク
ルマネジメントによるコストの
縮減など、長期的視点からの
維持管理
・新電力の導入や省エネル
ギー対策の実施

・体操教室の開催や生
涯スポーツの推進、競
技スポーツ、学校ス
ポーツ支援事業の展
開
・平成36年国体開催を
見据えた次世代の育
成
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滋賀県立スポー
ツ会館

【公益財団法人滋賀
県体育協会・日本管
財株式会社グルー
プ】

公募 5 211,550 200,990 40,198 51,216 △ 11,018

・施設の安全確保や危機管理の徹
底
・会議室の宿泊室への一時的転用
など利用者ニーズへの柔軟な対応
・利用料金増収分による測定機器や
施設改修など県民への還元
・みなさんの声ＢＯＸの設置
・アンケート実施などによる定期的モ
ニタリングと施設を利用しない方の
ニーズの把握

・事務局本部との一体的管理
による管理経費縮減
・専門事業者とのグループ化
による施設の長寿化対策や
ライフサイクルコストの削減な
ど長期的視点からの維持管
理
・ＰＤＣＡマネジメントサイクル
による継続的な業務改善

・熱中症指標計（ＷＢＧ
Ｔ計）の設置
・スポーツ教室など自
主事業の充実

滋賀県立アイス
アリーナ

【SPNグループ】
（公財）滋賀県体育
協会
(株)パティネレジャー
(株)ナショナルメンテ
ナンス

公募 5 105,530 94,510 18,902 21,936 △ 3,034

・アイスリンク管理やビル建物総合
管理業務の専門事業者とのグルー
プ化による安心・安全な施設管理
・見るスポーツ（関西学生アイスホッ
ケーリーグ戦など）の誘致・定着化
・みなさんの声ＢＯＸの設置
・アンケート実施などによる定期的モ
ニタリングと施設を利用しない方の
ニーズの把握

・事務局本部との一体的管理
による管理経費縮減
・アイスリンク解氷期間はLED
化工事を行うなど経費削減
・施設整備等の計画に基づく
ライフサイクルマネジメントの
実施による長期的な視点から
の管理コストの縮減

・養護学校、小中支援
学級の利用支援、障が
い者スポーツの応援
・スケート教室などス
ポーツ振興事業の充
実
・ジュニアスケート大会
など大会の開催による
競技スポーツへの支援

滋賀県立琵琶湖
漕艇場

公益財団法人滋賀
県体育協会

公募 3 99,450 93,204 31,068 28,154 2,914

・安全なコース管理
・水草の定期的な除去
・瀬田川におけるボート・カヌー競技
者の安全確保
・利用者からの要望把握のためのア
ンケートの実施

・事務局本部との一体的管理
による経費縮減
・効果的・効率的な改修修繕
とライフサイクルコストの削減
新電力の導入や省エネル
ギー対策の実施

・平成36年度国体開催
を見据えた次世代の発
掘・育成
・滋賀の特性を活かし
たボート・カヌー体験
教室等の開催

滋賀県立ライフ
ル射撃場

（特定非営利活動法
人）滋賀県ライフル
射撃協会

公募 5 0 0 0 0 0

・銃を取り扱う施設として、安全を最
重要事項として管理・指導
・競技会に必要な時間帯の開場など
柔軟な対応
・アンケートの実施などによる利用者
の声の運営への反映

・県からの指定管理料0円を
前提に、利用料金収入を主
な収入として、管理運営の効
率的な執行

・ビームライフルの射撃
講習会、地元自治体
での射撃大会など自
主事業の充実
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滋賀県立伊吹運
動場

（公財）伊吹山麓ス
ポーツ文化振興事業
団

公募 5 10,895 9,500 1,900 2,009 △ 109

・利用者サービス向上のためのアン
ケートの実施、調整会議による意見
交換等によりニーズの把握
・日常管理の確実な実施による利用
者への信頼と安心の提供

・隣接する米原市指定管理
施設等との状況に応じた弾
力的かつ効率的な管理運営
の実施
・不備箇所の早期発見、早期
修繕

・高齢者対象事業を関
連団体と連携して実施
・県外からの利用促進
を図るための事業や広
域的大会の実施
・国際大会等へ出場す
る次世代選手の育成
・地域スポーツクラブと
の連携

滋賀県立柳が崎
ヨットハーバー

【SSグループ】
（公財）滋賀県体育
協会
（特定非営利活動法
人）滋賀県セーリング
連盟

公募 5 0 0 0 0 0

・時間外利用に対する可能な限り柔
軟な対応。
・斜路・桟橋の環境整備（藻、コケの
職員等による除去と環境に配慮した
処分など）

・事務局本部との一体的管理
による経費縮減
・県からの指定管理料0円を
前提とし、利用料金収入の増
収や管理効率化等を図り、自
立的経営

・行政等との連携によ
る利用促進のための広
報
・指導者養成や普及・
啓発などの積極的な自
主事業の実施

滋賀県立安土城
考古博物館

公益財団法人滋賀
県文化財保護協会

非公募 5 663,970 630,595 126,119 125,678 441

・入館者のニーズに対応した運営・
施設整備
・博学連携の一層の強化
・夏休み中の「体験博物館」の充実・
回数の増
・旅行会社等と連携したツアー商品
の開発

・光熱水費の節減・契約の見
直し
・一括発注や入札による経費
削減
・優待サービスの拡大による
誘客強化
・図録販売拡大の推進

・「公開承認施設」とし
ての機能を維持する人
員の確保
・生涯学習の振興
・学校教育における学
習機会の提供
・「地域の核となる美術
館・博物館支援事業」
を活用した博物館の活
性化

11,583,560 10,984,994 2,209,426 2,234,967 △ 25,541上記の計


